白く 高ま つ ている 瀬の たぎり が 眼の 高さに 見えた。 差 

し 出て いる 楓の 枝が 見えた。 その ァ ー チ 形の 風景の 

なか を 弾丸の ように 川 烏が 飛び抜けた。 

また 夕方、 溪ぎ わへ 出て いた 人が あたりの 暗くな つ 

たのに 驚いて その 門へ 引返して 来ようと するとき、 ふ 

と 眼の 前に —— その 牢門 のなかに —— 楽しく 電燈 がと 

ちラち 1 つ こ 

もり、 濛々 と 立ち 罩 めた 湯気の なかに、 賑やかに 男 や 

女の 肢体が 浮動して いるの を 見る。 そんなと き 人 は、 

今まで 自然の なかで 忘れ去つ ていた 人間 仲間の 楽し さ 

を 切なく 胸に 染める ので ある。 そして そんな こと もこ 

のァ— チ 形の 牢 門の させる わざな のであった。 



ときには 自分の 顔が 変な 顔 をして いないよ うに その 用 

意 をしながら、 とりあいの 窓のと ころまで 行って その 

ガラス 

硝子 戸 を 開けて 見る ので ある。 しかし 案の定 なんにも 

レ.^ レ 

次 は 客の 湯の 方へ はいって いると きで ある。 例に 

よって 村の 湯の 方が どうも 気になる。 今度 は 男女の 話 

声で はない。 気になる の はさつ きの 溪 への 出口な ので 

ある。 そこから 変な 奴が はいって 来そう な 気がして な 

ら ない。 変な 奴って どんな 奴なん だと 人 はきく にち が 

いない。 それが 実にい やな 変な 奴な ので ある。 陰鬱な 

頷 をして いる。 河鹿の ような 膚 をして いる。 そいつが 



くり もの だい 

て 来た 刳 物 台の せいで ある。 夜 彼が 細君と 一緒に 温泉 

へやって 来る ときの 恰好 を 見る がいい。 長い 頸 を斜に 

突き出し 丸く 背 を 曲げて 胸 を 凹まして いる。 まるで 病 

人の ようで ある。 しかし 刳 物 台に 坐って いると きの 彼 

のなん とがつ しりして いる ことよ。 彼 はまる で 獲物 を 

捕った 虎の ように 刳 物 台 を 抑え 込んで しまつ ている。 

人 は 彼が 聾であって 無類のお 人 好で ある こと すら 忘れ 

てし まう ので ある。 往来へ 出て 来た 彼 は、 だから 機械 

から 外して 来た クランクの ような ものである。 少しば 

かり 恰好の 滑稽な の は 仕方がな いので ある。 彼 は 滅多 

に 口 を 利かない。 その代り いつでも にこに こして いる _ 



し 比較が 可笑しくな るが —— 鮎が 上って 来た。 そして 

その 乗合自動車の やって来る 起点 は、 ちょうど また こ 

の溪の 下流の K 川が 半 町 ほどの 幅に なって 流れて いる 

この 半島の 入口の 温泉 地な のだった。 

温泉の 浴場 は溪ぎ わから 厚い 石と セメントの 壁で 高 

く 囲まれて いた。 これ は 豪雨のと きに 氾濫す る 虞れ の 

多い 溪の 水から この 温泉 を 守る 防壁で、 片側 は その 壁、 

片側 は 崖の 壁で、 その上に 人々 が 衣服 を 脱いだ リー 服 

したりす る 三十 畳 敷く らいの 木造 建築が とりつけて 

あった。 そして これが 村の 人達の 共同の 所有に なって 

いる セコ ノ タキ 温泉な のだった。 
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